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議題４（委員会決裁事項（規則第３条第 1号） 

大阪府立知的障がい高等支援学校職業学科入学者選抜の日程について 

 平成 28 年度以降の府立知的障がい高等支援学校職業学科入学者選抜の日程につい 

て、以下のとおり決定する。 

「大阪府公立高等学校入学者選抜制度改善方針（案）」で、平成 28 年度以降の公立 

高等学校の入学者選抜では、【技能や意欲を重視する選抜】は「特別選抜」として

一般選抜と分けて実施することをふまえ、 

   １．知的障がい高等支援学校職業学科（本校） 

   ２．知的障がい高等支援学校職業学科（共生推進教室）  

    の選抜について 

(1) 適性検査等の実施日は、高等学校の特別選抜と同一日程とする。 

(2) 補充入学者選抜の実施日は、高等学校の二次選抜と同一日程とする。 

【理由】 

１． 知的障がい高等支援学校職業学科（本校） 

    ・作業検査を含む適性検査をもとに「技能」等を総合的に判断する。 

      ・学校長の作成する調査書、推薦書と、本人が記入する自己申告書に基づく 

面接をもとに「意欲」等を総合的に判断する。  

２． 共生推進教室（本校：知的障がい高等支援学校職業学科） 

⇒学校長の作成する調査書、推薦書と自己申告書に基づく面接をもとに、

「志願先の高等学校に関する理解」や「ともに学ぼうとする意欲」等を

総合的に判断するものであり、【技能や意欲を重視する選抜】に該当。 

＊ 知的障がい生徒自立支援コース（高等学校）は、「２．共生推進教室」と同

じ内容の選抜を行っており、上記と同様の位置づけとする。 

 〇 入学者選抜を実施していない支援学校高等部の「入学者決定検査」については、

平成 28 年度以降も現行通り３月中旬に実施。 

平成 26 年 11 月 21 日 

大阪府教育委員会
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（参考） 

現行の大阪府立知的障がい高等支援学校職業学科本校及び共生推進教室の選抜制度 

１. 知的障がい高等支援学校職業学科（本校） 

○選抜を実施する目的 

   ・卒業後の就労を通じた社会的自立をめざす意欲と適性等を備えた者を選抜する。 

○選抜資料 

 (1)自己申告書に基づく面接（意欲、コミュニケーション能力、積極性等）  

(2)調査書（評定の記載欄あり） 

(3)推薦書 

   (4)適性検査   

        内容 

ア 作業検査 → 技能（単純な作業を行い、認知力・理解・巧緻性・集中 

力等を検査） 
＊平成 26 年度選抜の内容 

         ①５枚のカード、補強シール、紐を使い、指示書に従ってカードを完成さ 
せる。 

            ②３種類のネジと六角ナットを指示書に従って組み立てる。 

      イ 筆記等検査 → 基礎学力（読み、書き、時計・地図・絵・図形の読み 

取り、短い作文等（100 字）。） 

        (1)～(4)を総合的に判断し、合格者を発表する。 

２．知的障がい高等支援学校職業学科（共生推進教室） 

○選抜を実施する目的 

    ・知的障がいのある生徒の高等学校での学習機会の充実を図るため、大阪府教 

育委員会が推進している「ともに学び、ともに育つ」教育の理解と意欲を備 

えた者を選抜する。 

     （平成１２年７月の大阪府学校教育審議会答申を受け、平成１３年に「知的 

障がいのある生徒の高等学校受入れに係る調査研究」として、府立高校４ 

校でスタート。） 

    ○選抜資料 

(1)自己申告書に基づく面接（ともに学ぼうとする意欲や志願する学校に関する

理解等） 

(2)調査書（文書表記によるもので、評定の記載欄なし） 

(3)推薦書 

           (1)～(3)を総合的に判断し、合格者を発表する。 

＊高等学校知的障がい生徒自立支援コースについては、「共生推進教室」と同じ 

内容の選抜を行っている。 
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大阪府立知的障がい高等支援学校職業学科入学者選抜制度の概要 

選 抜 名
１．知的障がい高等支援学校職業 

学科入学者選抜（本校） 

２．知的障がい高等支援学校職業学科

（共生推進教室）入学者選抜 

参考 

高等学校知的障がい生徒自立支援 

コース入学者選抜 

検査実施日 2月中～下旬（高等学校の特別選抜と同日とする） 

選抜資料

及び 

提出書類

の取扱い 

【選抜資料】 

適性検査（読み・書き・指示理解・

作業）＋面接＋調査書＋推薦書 

＊調査書の「各教科の学習の記

録」欄は、各中学校等において

評定できないと判断した者につ

いては、斜線を引き、「各教科

の学習に関する所見」を文章表

記。 

【選抜資料】 

面接＋調査書＋推薦書 

＊調査書の評定の記載欄はない。

内容は調査書には「教科の学習に

関する所見」「総合的な学習に関

する所見」「総合所見」を文章表

記、推薦書には「推薦する理由」

「障がいの状況、学校生活の様 

子」「仲間づくりなどの中学校で

の取組」等を文章表記。 

【提出書類】 

自己申告書＊、入学志願書、調査

書、成績一覧表、推薦書 

【提出書類】 

自己申告書＊、入学志願書、調査書、

推薦書 
＊自己申告書の記載事項 

  ・受験理由 

・中学校等の学習の中で頑張ったこと、やってよかったこと 

・クラブなど中学校等での活動、中学校等以外の場所での活動な 

どで頑張ったこと、やってよかったこと 

・志願先学校でやってみたいこと 

選抜方法 
【適性検査・面接等により技能及び

意欲を測る選抜】 
【面接等により意欲を測る選抜】 

選抜種類 特 別 選 抜 

補充選抜 
補充選抜を実施する。選抜方法は現行制度を踏まえる。 

３月中～下旬実施（高等学校の二次選抜と同日とする） 


